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競輪 の補助 金 を受け て実 施 した もので あ るこの事業oo







序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たす ものと期待されて

いる。今後、データベースの普及により、わが国において健全な高度情報化社会の形

成が期待される。さらに海外に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情

報化への貢献および自由な情報流通の確保の観点からも必要である。 しか しながら、

現在わが国で流通 しているデータベースの中でわが国独自のものは1/3に す ぎない

のが現状であり、わが国デ一夕ベーズサービスひいてはバランスある情報産業の健全

な発展を図るためには、わが国独自のデータベースの構築およびデータベース関連技

術の研究開発を強力に促進 し、データベースの拡充を図る必要がある。

このような要請に応えるため、(財)デ ータベニス振興セ ンターでは日本自転車振

興会か ら機械工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築および技術開発にっ

いて民間企業、団体等に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、

経済的、国際的に重要で、また地域および産業の発展の促進に寄与すると考え られて

いるデータベースの構築 とデータベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・

容易化などに関係 したソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構築されるデータベース構築 ・

技術開発促進委員会(委 員長 東海大学教授 上條史彦氏)を 設置 している。

この 「筑波研究学園都市研究便覧インターネット対応化事業」は平成9年 度のデー

タベースの構築促進および技術開発促進事業として、当財団が株式会社筑波出版会に

対 して委託実施 した課題の一つである。この成果が、データベースに興味をお持ちの

方々や諸分野の皆様方のお役に立てば幸いである。

なお、平成9年 度 データベースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課題

は次表のとおりである。

平成10年3月

財団法人 データベース振興センター
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平成9年 度 データベ ース構築 ・技術開発促進 委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

1
インターネッ ト型先進材料DB活 用 プログラムの開

発

(財)次 世代金属 ・複合材料
研究開発協会

2
インターネ ッ トを利用 した イベ ン ト関連情報に関す

るデータベースの構築
(社)日 本 イベ ン ト産業振興
協 会

3
オーサ リング型地図付地域 ガイ ドデータベースのプ
ロ トタイプ構築 (財)地 図情報セ ンター

4 高齢者在宅介護情報のデー タベ ース構築 (株)フ ォ ワー ド

5
筑波研究学園都市研究便覧インターネット対応化事
業

(株)筑波出版会

6 建築行政指導要綱のHTMLデ ー タベース構築 日本建築法令(株)

7
中小小売業のための商 品仕入れ情報 データベ ースプ
ロ トタイプ構築 ・ (財)店 舗 システム協会

地域活性化 8 新 聞記事 ・画像デー タベー ス構築 琉球新報社

技 術
9
イメージフ ァイ リングの効率的活用 を目指す書誌情

報 デー タベース検 索技術の構 築
(株)会議録研究所

10
やわらかい分散 オブ ジェク トシステムに関す る調査

研究

(株)シ ネ ・ジ ャー ナル プ ロ ダ

ク シ ョン
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1.目 的

当社では過去10年 間、筑波研究学園都市研究機関等連絡協議会の依頼で、筑波研

究学園都市にある国立研究機関を中心とする約100機 関の研究者約8,500人 、

研究テーマ約5,500件 の最新情報を コンピュータ処理 し、隔年で書籍版で出版す

るとともに、前回('95-'96年 版)か らCD-ROM版 で も配布 して きた。本

年度の改訂作業から、インターネット・ホームページURL、 研究者E-MAILア

ドレス等を付与 し、 さ らに英語版 を作成 し、これらを一体的にインターネット・サー

バに格納することで国際的な研究交流を目指 している。インターネ ット先進地帯であ

る筑波研究学園都市において、高度にリンクされたウェブサイ トを構築することで、

奥の深いインターネット上での本格的なデータベースサービスを実現したい所存であ

る。

現在まで、蓄積 してきた書籍版の 「筑波研究学園都市研究便覧」(和 文版)と 同C

D-ROM版 は、すでに安定的なマーケ ッ トを得ており、 この部分は継続的事業とし

て当社独自で推進することができる。

受託事業として今回開発を進めた分は、和文 ・英文のデータベースをインターネッ

トを通 じて使用することを可能とし、検索結果か ら、テーマに関連するホームページ

URL等 が記されている場合、そ こに リンクを張っておき、そのホームページに簡単

にアクセスすることによって、より詳細なデータを得 られるような奥深いデータベー

スの構築である。また、これ らの情報が英語でも提供されることにより、筑波研究学

園都市の研究成果が リアルタイムに世界に情報発信されることになり、多 くの波及効

果を生むと考えている。
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2.開 発体 制 とスケ ジ ュール

2.1開 発体 制

本データベースの開発 ・作成は、以下の機関が密接な協力関係をもって進められた。

各機関の役割分担は記載 したとおりである。

(1)(株)筑 波出版会 一コーデ ィネー ト

データ ・フォーマット作成、データシー ト印刷 ・配布、各機関か らのデータ収集 ・

管理、制作関係者の評価、制作に必要な場所及び開発機の提供、データの校正 ・修

正、進行管理、機関概要ページの取材 ・作成、画面の設計 ・デザイン他。

(2)筑 波研究学園都市研究機関等連絡協議会=デ ータ収集

データ収集の機関窓 口、各機関へのデータシー ト配布 ・収集、記入に関する問い

合わせ等への対応。

(3)リ クル ー ト ・コ ンピュー タ ・パ ブ リシ ング(RCP)一 デ ー タ入 力

筑波 出版会 か ら渡 され た 日 ・英 デ ータの入 力 ・出力 ・修正 入 力、 フ ォーマ ッ トに

合 わせ てデ ー タ分割 後 デ ジタル ・デ ー タ出 し。

(4)っ くばイ ンター ネ ッ ト ・サ ー ビス(TINS)=ネ ッ トワー ク化

検 索 ソフ トの調 査 ・評価 ・決 定 、全 デー タのHTML化 とそれ に伴 うプ ロ グラム ・

ソフ トの開発 、ネ ッ トワー ク動 作 確認 。

2.2ス ケ ジ ュ ー ル

1997年

4月 5月 6月 7月 8月 9月

〔情報収集 ・整理〕 〔情報入力 ・校正 ・情報処理〕

10月 11月 12月

1998年

1月 2月 3月

〔書 籍版 、

CD-ROM版 出版 〕

〔英 語 入 力 ・チ ェ ック、

イ ンター ネ ッ ト・サ ーバ用DB構 築〕

〔報告書作成〕
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3.便 覧 デ ータベ ース概 念

3.1便 覧書籍のデータ構造

筑波研究学園都市研究便覧(以 下、 「研究便覧」)は 、大 き く4っ の章 に分かれて

編纂 されている。

第1章 筑波研究学園都市と研究交流

筑波研究学園都市内の各研究機関(民 間を含む)の 住所、ならびに学園都市内で活

動している各種の研究交流会の所在などが含まれる。記述内容としては後章(第3章)

に重なる部分もあるが、主に筑波研究学園都市全体の機関と関連性、主だった活動等

についてインデッ.クス的にまとめられている。この章のみで、研究学園都市全体で行

われている研究活動の大まかなアウトラインが把握できるよう構成されている。

・第2章 分野別研究概要

筑波研究学園都市内の研究機関で行われているすべての研究課題について分野別に、

その研究テーマおよび研究内容の概要、研究者、公開URLを まとめ一覧化 している。

分類はJICST(日 本科学技術情報セ ンター)科 学技術分類表を もとに分類 されて

いるが、1つ の研究課題が2つ 以上の分野に属 している場合 もあるので、その場合は

2か 所以上 に同一記述がされ る場合がある。研究便覧を通 して最 も情報量の多い章で

ある。

・第3章 研究機関等組織別概要

筑波研究学園都市内の各研究機関(民 間を含む)の 機関名と各機関に属する部署別

研究者一覧が記述されている。各機関の概要と所属している職員 ●研究者(大 学にお

いては助手以上)の 氏名 ・電話番号等の個人情報のほか、研究者にっいては研究課題

を含む第2章 へのページインデックスの情報を含んでいる。

総情報量としては分野別研究概要と研究機関等組織別概要に関する部分が最も多く、

書籍全体のほぼ90%を この2っ の章で占めている。

・第4章 人名検索

第3章 で記載 されている研究者を五十音順に並べ、氏名か ら所属機関名、第3章 の

個人情報および第2章 の研究概要の項 目がページにより検索できるようインデックス

化されている。
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研究便覧の構成を図で表すと図3-1の ようになる。各章の内容は、各々ページイ

ンデックスにより関係づけられてお り、関連する項目が掲載されたページ数をもとに

相互に検索が可能になっている。

調べたい内容

第1章

筑波研究学園都市と

研究交流⇒
◎筑波研究学園都市の概況

◎連絡協議会の現状_

◎研究交流一覧

第4章

人名索引 掲載頁(細

く■
◎研究者別の検索

⇒一

目次
掲載頁(太字)検索

、 7
▼

第3章

研究機関等組織別概要◎組織別の概要

◎研究内容(テーマ) ⇒

⇒

掲載頁検索

第2章

分野別研究概要◎分野別の研究一覧

←

図3-1
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3.2便 覧書i籍化の制作過程(図3-2)

研究便覧の制作過程 は大 きく以下の6つ に分 け られ る。

(1)情 報の収集

研究者名簿 ・研究概要 ・機関概要について、各研究機関に対 してアンケー ト調査

を 行い、所定のアンケー ト用紙にフォーマットに従い情報を記述 してもらう。

(2)デ ータ入力

研究者名簿及 び機関概要にっいては筑波出版会内において、研究概要にっいては

印刷会社(リ クルー ト・コ ンピュータ ・パ ブリシング)に おいて第一次の入力作業

を行 う。研究者名簿及び機関概要においてはデータの形で当社より印刷会社へ転送

する。

研究機関等

③ 内容確認

↓①一 曝

[目_.

/

⑥最終校正 ・印刷

図3-2
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(3)各 機関への入力内容の確認

入力 されたデータは印刷会社でとりまとめられ、一旦 リス トの形式で印刷される。

この出力されたリス トを各研究機関へ送 り、記載 ・入力内容の再確認を行う。

(4)入 力内容の出力 ・校正

各研究機関か ら送り返された リス トを元にさらに文字の校正と、人名と研究課題

の対応についてのチェックを当社側で行い、矛盾点また不明瞭な点等にっいては再

度研究機関側へ問い合わせ、最終チェックを行 う。

(5)版 下の出力 と再校正

チェックリス トを印刷会社側へ送り、修正作業の後、書籍のゲラ刷 りを行い再校

正を行 う。印刷の際に発生する外字などの問題がこの時点で最終的にチェックされ

る。

(6)印 刷

最終校正を元に印刷 ・出版 される。
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3.3便 覧書籍のデータ構造

便覧書籍の内容は大きく3つ のデータテーブルに分割 され、印刷会社の大型コンピ

ュータ上に固定長データの形で保存される。

(1)機 関データ(表3-1)

機関 コー ド、機関名、役職、研究者名、ふりがな、電話番号、研究テーマレコー

ドのレコー ド番号等からなる。このテーブルは主に研究者名データの集合であるが、

書籍の編纂過程では研究者名はすべて所属機関 リス トの中の一部として扱われるた

あ、このレコー ド全体が 「機関 レコー ド」として扱われる。

ブイ ール ド フィー ル ド数

SEQ 1

機関 コー ド 1

機関名 1

部署名 1

研究室 1一

役職 1

氏名 1

フリガナ 1

電話 1

専門分野 1

研究テーマKey 20

英字名 1

emai| 1

表3-1
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(2)研 究課 題 デー タ(表3-2)

課 題名 、研 究概 要 、所 属機 関、JICSTコ ー ド、及 び関連 す る研 究者へ の情報

を含む(1)の 機 関 レコー ドへ の レコー ド番 号、 等か らな る。

ブイール ド ブイール ド数

SEQ 1

機 関コー ド 1

JICSTCODE1 1

JICSTCODE2 1

JICSTCODE3 1

機関名 1

研究者Key 50

研究課題 1

概要 1

関連URL 2

表3-2
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(3)フ ェイスシー ト(表3-3)

各研究機関の所属省庁、所在地、概要等を含むデータで、書籍においては各研究

機関紹介ページにあたるものである。

保存されたデータは版組みを行 う際に再構成され、各 レコー ドの書籍上のページ

が転記され完全なものになる。このデータが次回以降の書籍の初期データ、及びデ

ータベース化のための元データとして扱われる。

ブ イー ル ド フ ィール ド数

機関コー ド 1

機関名 1

所属 1

機関概要 1

表3-3

3.4便 覧書i籍における問題点 と限界

筑波研究学園都市研究便覧はページによるイ ンデックス化を行い、研究者と研究課

題な らびに施設、関連研究など、ほぼすべてのデータに相互に検索が可能となってい

るが、分野別研究概要か ら機関所在を直接検索することができないなど、利便性から

検討の余地はあると考え られる。

しか しなが ら、これ らの問題点は主に書籍のもつ印刷物 としての制限か らくるもの

であると言える。書籍の形態を保ちなが ら、さらに利便性を求めることは理論上可能

ではあるが、その実現のためには必然的にページ数が多 くなり機能性が失われ、逆に

実用性がなくなって しまう恐れがある。また書籍版組みの時点でデータベース的処理

を行っている関係上、システムとしての根本的な制限も加わ り、現時点における書籍

のページ数('98-'99年 度版で1,440ペ ージ)か ら考えて、研究便覧の検索

性 は、書籍 としての機能のほぼ限界にきていると言ってよい。
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4.研 究便 覧CD-ROM版 デ ー タベ ー ス

研究便 覧書籍 のデ ー タを元 に、 パ ー ソナル コ ンピュー タ上 で動 作 す るデ ータベ ー ス

ア プ リケー シ ョンを作 成 す る。

CD-ROM化 の 目的 は主 に書 籍 に おいて成 し得 なか った、研 究 者 と研 究概 要 の双

方 向の検索 と、必 要 とされ るデ ー タの抽 出 と リス ト化及 びプ リン トア ウ トで あ る。 対

応 システム はWindows3.1以 上 またはMacintosh(96,97年 度

版 のみ)と し、Windows版 は市 販 デ ータベ ー スの ラ ンタイ ムを添付 した独立 し

た アプ リケ ー シ ョン、Macintosh版 はFileMakerの デー タの形 で制

作 す る。(シ ステ ム構 成 、 な らび に概 念 図)

4.1CD-ROM版 デ ー タベ ースの構 造

CD-ROM版 データベースは3.1で 述べた書籍データ情報 の機関情報と研究概

要情報の二本を主軸にリレーショナルの仕組みを取 り入れ全体を構成する。

(1)機 関 リス ト

研究便覧に記載されている研究機関の リス トが表示される。この リス トから各研

究機関の詳細、研究機関ごとの職員 リス ト、研究機関ごとの研究課題 リス トへ分岐

する。

(2)研 究者検索

氏名により研究者を検索する。検索は氏名 ・ふりがなについて全研究機関、また

は特定機関内において検索 しリス ト化、閲覧することができる。

(3)研 究者詳細

検索された結果、各研究者の詳細を表示する。詳細の中には各研究者の現在の研

究課題を抽出、閲覧することができる。この詳細から研究課題の検索が行える。

(4)研 究課題検索

キーワー ドによ り研究課題を検索する。検索は課題名 ・概要にっいて全研究課題、

または特定分野において検索を行いリス ト化、閲覧することができる。

(5)研 究課題詳細

各研究課題 につ いての詳細を表示する。課題詳細の中には該当する課題に携わる

研究者を抽出、閲覧することができる。この詳細より研究者 リス トを検索 ・閲覧す

ることができる。

(6)ラ ベル印刷

研究者 リス トより特定 の研究者を抽出した後にタッグシールにラベル印刷を行 う。
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(7)リ ス ト印刷

検索 された、研究者 ・研究課題のリス ト印刷を行う。

4.2研 究便覧CD-ROMの 制作過程(そ れぞれ関連図)

(1)デ ータ変換(図4-1)

便覧書籍の制作の際に作 られたデータファイルを印刷会社の大型 コンピュータよ

りMOの 形で出力 して、そのデータを元 にデータベースの元となるデータを変換 ・

生成する。大型コンビュータへ格納されるデータのフォーマットはそれ自体特異な

ものなので、いくっかのプロセスを経なければならない。

まず固定長データをCSV(汎 用テキス ト)形 式へ変換 し、そのCSV形 式の フ

ァイルをさ らにアプ リケーション固有のデータ形式へ変換する。この変換の過程で

文字コー ドの変更(カ ナ、数字の全角 ・半角の変換等)の 処理を同時 に行 い、パー

ソナル コンピュータで扱えるようにする。この変換の後、パーソナルコンピュータ

上で実際のデータベース制作の作業に移る。

大型 コ ン ピュ ータ

機関データ

研究者データ

研究課題データ

l

o・ ・

一
//一 　 一一～ ＼ ＼

(鰐 竺,修正.変換 ＼)
＼/＼

/＼/

機関データ

CSV
研究者データ

CSV
研究課題データ

CSV

図4-1
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(2)デ ータ校正(図4-2)

変換 されたデータをFileMaker上 で文字 コー ドに対す る校正を行 う。こ

こでは主にデータベースアプリケーション上で使われている文字コー ド(シ フ トJ

IS)と 大型 コンピュータで使われて いる文字コー ドの相違点を リス トアップし、

食い違っているコー ドについて入力 し直 し、字体の代替えなどの処理を行 う。特に

人名文字の代替えにっいては該当研究者に確認 し、必要があれば再修正を行う。

機関概要の情報については同 じくFileMaker上 で文字 コー ドの再確認等

を行いマスターデータとする。

機関データ

CSV

研究者データ

CSV
研究課題データ

CSV

＼ 一一一⊥_/

㌧ 一塁㍗ オ∴ 一)

↓

/
FileMaker

機 関 デ ータ

テ ー ブル

漢字 コード修正
人名代字変換

FileMaker

研 究 者 デ ータ

テー ブル

＼

≡ 画
研究機関等

FlleMaker

研 究 課 題デ ー タ

テ ーブル

図4-2
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(3)デ ー タの再 変換(図4-3)

FileMakerで 文 字 コー ドの 修正 を行 うと同 時にWindowsデ ー タベ

ー スア プ リケ ー シ ョンの設 計 ・制 作 を進 め る
。最終 的 な修正 後 のFileMake

r上 の デ ー タを、CD-ROM版 の マス ター デー タ と して再 度Windowsア プ

リケ ー シ ョン用 にデー タ変 換 し、CD-ROM版 デ ータベ ー スア プ リケ ー シ ョンと

して 再構 成 を行 う。

'、

Fi|eMaker

機 関デ ー タ

テ ー ブル

＼ ノ

r、

FileMaker

研 究者 デ ー タ

テー ブル

、 ノ

＼

FlleMaker

研究 課題 デ ー タ

テー プ ル
一 〇

/
Macintosh

CDROM

/一 一'一 一 一 一 、 、 ＼ ＼

〈 データ酸 換 、
＼/＼/

/
機関データ

CSV
研究者データ

CSV

＼
研究課題データ

CSV

↓
Windows版

デ ー タベ ー ス

ア プ リケー ショ ン作 成

↓

o Windows

CDROM 図4-3

4.3CD-ROM版 デ ー タベ ース にお け る問題点

CD-ROMデ ータベースは書籍にはない検索性を有し、またパーソナルコンピュ

ータのもつ特長を生か して リス トやタッグシール印刷の機能を持つ
、アプリケーショ

ンとしての位置付けがある。

反面、アプリケーション化のたあの元になるデータベースアプリケーション選択の

関係で、使用可能プラットホームが制限される等の問題点が発生する。

このように、 これまで述べてきた紙媒体ならびにコンピュータアプ リケーションの

形での供給は、必然的に媒体またはプラットホームとなる機器の制限を受けざるを得

ない。今後はこれ らの枠を越えて、新たに情報そのものをダイレク トにプラットホー

ムやメディアの制限を受けない形で配布する何 らかの方法が望まれる。
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5.イ ンターネ ッ トに よ る情 報公 開

インターネット環境はここ数年来の間に日本のみならず世界的に普及 し、電話また

は郵便に代わる通信手段、または電波に代わるメディアとしてほぼ社会常識に近いも

のとして幅広 く認知されるに至った。

今回、3.1、3.2に 述べた、研究便覧書籍の編集 ・作成、CD-ROM化 によ

るデータベース構築等の ノウハウ ・経験を生か し、将来に向け研究便覧のデータをイ

ンターネット上で公開する事業に着手する。 これは、いうなれば筑波研究学園都市を

日本国内だけでなく世界にむけて幅広 く紹介するための最終段階に当たる事業で、研

究便覧発刊の真の目的を実現する事業であると言 ってよい。

またインターネット上で情報を公開する方法としては、すでにWWW(WorldWide

Web)に よ る情報公開が世界的に定着 しており、本便覧も同様にWWWの コンテ ンツ と

してイ ンターネ ッ ト上に公開するものとする。(図5-1)

＼

/

/

＼_
//一 一一＼ ＼ ＼
/＼

襯_ノ
＼/＼

1

当社
WWWサ ーバ

図5-1
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5.1イ ンターネ ッ ト化 の問題 点

前述のとおり、インターネット環境は出版と放送の中間的な新たなメディアとして

捉えることができるが、これまでの経緯により、研究便覧は媒体が紙またはCD-R

OMで あ って も 「出版」 とい う大枠か らは外れずに供給されてきた。このような情報

をインターネット化するためにはその枠組か ら離れ、 「放送」的な管理運営方針な ら

びに設備投資等が必要とされる。

5.2イ ンターネ ッ ト化 に関す る システ ム

インターネ ットで情報公開を行 うには、WWWサ ーバ と呼ばれるコンピュータに公

開すべき情報を格納 し、NTTデ ジタル専用線 と呼ばれ るコンピュータ専用の回線網

に結び、ネットワークを通 して外部からサーバの情報にアクセス してもらうよう環境

を作りあげる。そして情報公開のため、それ ら設備を継続的に維持 ・管理 していかな

ければならない。 この点にっいては従来の 「出版」の業務に比較 して著 しく異なると

言わねばならない。これらの環境整備を一出版社において実現することは現実問題と

して非常に困難であると言わねばならない。特にNTTの デ ジタル専用線 の料金 は維

持す るだけで月々過大なコス トが発生 し、一出版社が長期に渡り運営を続けることは

事実上不可能である。

しか し、これ らのネ ットワーク環境が整わない限りは研究便覧のインターネ ット化

事業は不可能と言わざるを得ない。この問題点を克服する手段 としては近年増加 して

いるインターネッ トの事業者と何 らかの形で協力関係を結ぶことにより解決を図るこ

ととする。筑波出版会においては、っくば市に拠点を置 くISP(イ ンターネ ッ トサ

ー ビスプロバイダ)の 回線な らびに設備を利用す ることで、研究便覧のインターネッ

ト化を試みる。(図5-2,p.16)
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イ ンターネ ッ ト

"

ど

D

な

ファイア

ウォール

専 用WWWサ イト管理コンピ
ュ一夕サー バ

イ ンターネ ッ トサービスプロバイダ

筑波出版会

図5-2
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5.3WWW版 研究便覧

5.3.1WWW版 研 究 便 覧の構 成

研究便覧の主な情報は3.1で 述べた とお り、研究者及 び研 究課題に関するものが

全体の9割 を超えている。 これ ら情報 は大きく3っ に分割 され、さ らに1つ ひとっの

レコー ドに分割 され るが、1っ ひとっの レコー ドは互 いに関係を持ち存在す る。

(図5-3)

これ らレコー ドの各 々をWWW上 で閲覧で きる ドキ ュメン ト形式であるHTML

(HyperTextMarkupLanguage)形 式に変換 し、WWWサ ーバ と呼ばれるイ ンターネ

ッ ト上 に接続されたワークステーションに格納することで、研究便覧のネットワーク

化が可能 となる。HTML自 体 に他 の ドキュメ ン トへの リンク機能があるので、デー

タベース的応用も容易に実現可能である。

機関概要 レコー ド

アーマ

概要

図5-3
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5.3.2HTML化 の方 法 にっ いての 検討

研究便覧のような膨大な規模のデータを公開する場合、単に公開するだけでなく、

何 らかの形で、検索の機能がなければ公開の意味を持たない。研究便覧の様な比較的

多量なレコー ドに対 し検索機能を付け加え、各々をWWWで 公開す るには、大 きく2

っの方法が考え られ一般的 に用 い られている。

(1)デ ータベースサ ーバ と呼ばれるデータベース専用ソフトウェア機能とを組み合

わせ、ネットワークを通 したアクセスに応 じ、動的にHTMLド キュメ ン トを生

成 し提供す る。(図5-4)

スーベタ

覧

一

便

デ

デ ー タベ ー ス

エ ン ジ ン

WWW

サーバ

デ ー タベ ー ス

ア ク セス ・検 索

CGIス ク リプ ト

随時生成 される

HTML文 書

ユ ーザ か らの

リクエス ト

HTML送 信

図5-4
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(2)全 レコー ドをHTML化 しディスク上に保存 し、 フロン トエン ドとして検索部

を付加 し、必要な情報を抽出 し提供する。(図5-5)

機関概要
レコー ド

HTML

研究者

レコー ド

HTML

研究課題

レコー ド

HTML

WWW

サーバ

検索

CGIス ク リプ ト

ユーザ か らの

リクエス ト

HTML送 信

図5-5

通常、数千を超えるレコー ド数のデータをHTML化 してWWWで 公開す るには、

(1)の データベースエ ンジンとの連携を取る方法が常套手段である。検索等の機能

はバ ックエ ンドとなるデータベースサーバが受け持つが、運用のためにスクリプ ト等

を目的に応 じて記述する必要がある。またデータベースサーバを動かすには使用され

るコンピュータへも高機能の処理能力が要求される。 これ らの環境全体を構築するに

はハー ドウェアならびにソフ トウェア(デ ータベースのライセ ンス等)に 対す るある

程度の投資が必要 となる。
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(2)の 方法 による場合は、主にデータ格納のためのディスク容量が多 く必要とさ

れる以外はソフ トウェアに対するコス トはかか らず、データベースサーバを動作させ

る為のCPU能 力 も要求 されない。 ソフ トウェア ・ハー ドウェア共に運用コス トの削

減が期待できる。(表5-1)

ここで、近年のパー ソナルコンピュータの普及によるコンピュータ本体ならびに周

辺機器の価格推移に注目し、ネッ トワーク化するに当たりシステム全体の検討を行 っ

た。大まかであるが ここ3年 ほどの間にHDD等 のス トレー ジ、メモ リ、CPU等 の

価格の推移 を見てみると、最 もコス ト的に性能が向上 したデバイスはス トレージデバ

イスである事が容易に判断できる。データベース等のソフ トウェアのライセ ンス料の

変化は微々たるもので、今日では安価なス トレージデバイスを有効に生かす方向でシ

ステム設計を行うことが、ポイン トの一つであると考えられる。(表5-2)

これ ら要件を考慮 した後、便覧WWWサ イ トでは便覧データの全内容をHTML化

す る方法でイ ンターネ ッ ト化 を押 し進あることと決定 した。

システム比較表

データベース方式 全文検索方式

メンテナンス 容易 やや難

ソフ トウエアコス ト 高価 安価

システム開発コス ト 高額 安価

HDD容 量 標準的 やや多い

CPU性 能 雲高性能 標準的

要求 メモ リ量 多量 標準的

動作速度 遅 速

表5-1

1995 1998 性能比

CPU
486DX66

40,000一

Pentium133

15,000・

価格対性能比で
約10倍

メ モ リ16M 80,000 8,000 10倍

HDD2G 300,000 20,000 15倍

DataBasg

Software
2,000ρ00～ 2,000.000～

ライセンス料 は

基本的に変化なし

PCUNIX 100,000・ 5,000一
1995年 時点では無償配布の

PCUNIXは 入手囲障であった

表5-2
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5.4シ ステ ム構 成

便 覧 ネ ッ トワー クサ イ トの構成 は表5-3の よ うにな る。WWW運 用環境 とは別 に

開発環 境 な らび にサ イ ト管理 の た めの システムがISP(lnternetServiceProvider)

内 に用意 され る。 サ ーバ と して はIBMPC互 換 機を用 いる。 サ イ ト管理 は扱 いの容

易 さか らNEXTSTEPを 用 い た システ ムを採 用 し、WWWサ ーバ と して は、OS

と してFreeBSDを 採 用 しWWWの サ ー ビス に特化 す る。WWWサ ーバ の ソフ ト

ウ ェア類 はFreeま た はGPL(GeneralPublicLicense)に 基づ い た もの を用 い

る。

開発 ・サイ ト管理 システム

CPU Pentium120

Memory 64Mbytes

HDD 2GSCSl

OS NEXTSTEP3.3J

その他
GNUCコ ン パイ ラ

Apache1.1wwwサ ー バ

便覧WWW運 用システム

CPU PentiumPro200

Memory 64Mbytes

HDD 2GUW-SCSl

OS FreeBSD2.2.5

その他
Apache1.2.5wwwサ ー バ

namazut1.0,kakasi

perl5.OO4

表5-3
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(1)NEXTSTEP

米NEXT社 によ り開発 され供給 されるOSで 、操作性が簡便であるので、作業

用ならびに開発用環境のために使われる。

(2)FreeBSD

FreeBSDは 米 に よ り開発 され 一般 配布 されて い るUNIX-OSで あ る。

ネ ッ トワー ク機 能 、 マル チユ ーザ、 マル チ タス ク機 能 、 メモ リ保 護等 ネ ッ トワー ク

利 用の ため に必要 な基 本的機 能 はすべ て登 載 され て い る。 本 システムで は1998

年1月 現在の 最新 バ ー ジ ョンで あ る。FreeBSD2.2.5を 用 いて シス テム

を構 築 す る。

(3)WWWサ ーバApache

Apacheは 同 じく米 によ り開発 ・一般 配布 されて い るWWWサ ーバ ソフ トウ

ェアであ る。WWWソ フ トウ ェア と して は世 界 で最 も多 く用 い られて い る ソフ トウ

ェアで、本 システ ムで はバ ー ジ ョン1.2.5を 用 いて システ ムを構築 す る。

(4)検 索 フロ ン トエ ン ド

検索 エ ン ジンと して はGPLの 規約 に従 い公 開 され て い るnamazu1.1.

0を 用 い るが、namazuの 動作 の た めに は、 ス ク リプ ト言語perl及 びパ ッ

チを追加 したかな変 換 プ ロ グラムkakasiが 必 要 で あ る。 これ らを あ らか じめ

イ ンス トール した後 にnamazuの イ ンス トール を行 う。
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5.5HTML化 ドキ ュメ ン トの 構成

HTML化 され た ドキ ュメ ン トの 構成 の詳細 は図のよ うにな る。(図5-6,p.24)

(1)研 究課題 レコー ド

1つ の研究課題 にっ いて1ペ ージのHTMLド キュメ ン トを生成す る。ページ中

に、研究課題 レコー ドに含まれる研究テーマおよび概要 ・関係する機関 ・関係する

研究者の氏名等を含み、機関 ・研究者名か ら機関概要 レコー ドな らびに研究者 レコ

ー ドヘ リンクが張 られる。

(2)研 究者 レコー ド

1人 の研究者 について1ペ ー ジのHTMLド キュメン トを生成す る。ペー ジ中に

は所属する機関と研究課題への リンクが張 られる。

(3)機 関概要 レコー ド

各機関の概要 を記述 したレコー ドで、所属省庁により分類された機関イ ンデ ック

スヘ リンクされる。

(4)検 索ページ

各 レコー ドの上位 に位置する場所に、検索を行うためのページを1枚 配置す る。

このペー ジはCGIに よる検索 プログラムを起動 し、検索に合致 した前述(1)か

ら(3)に 含 まれ るHTMLド キ ュメン トへの リンクを動的 に作成 し提供される。
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検索ページ

ー
検索結果表示

[検索結果リンク】

…

:

〉

' 1、 '

1 1
1

研究テーマ

英文テーマ

所属機 関{リンク]

分類

研究概要

関連研究者[リンク】

関連URL[リ ンク1

研究者名

所属機関【リンク】

部署

専門分野

研究課題【リンク】

∈

〉

Ψ

一

一

/

一

一

v

研究課題HTML
研究者HTML

1
1

機関名

所属省庁
所在地

機関概要

関連URL【リンク1

各関連機関及び

研究グループ等

WVWVサ イ トへ

機関概要
HTML

図5-6
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5.6作 業工程

(1)デ ー タの変 換(図5-7)

HTML化 の準備 と して 、CD-ROM制 作 時にマ ス タ ーデ ー タ と して 印刷会 社

の写 植用 大型 コ ン ピュー タか ら変換 ・修正 され たデ ー タを もとに さ らにい くつ かの

テ ー ブル形式 の デー タに分割 す る。 次 に各 々分 割 され た デ ー タを一 旦CSV(Conma

SeparatedValue)形 式 に変換 し、変 換 されたCSVデ ー タ をHTMLド キ ュメ ン ト

作 成 の ため の ソース デー タ と して処 理 を行 う。

大型 コンピュータ

機関データ

研究者データ

研究課題データ

Macintosh

機関データ

研究者データ

研究課題データ

【データ分割】

【文字 コー ド修正】

Windows

研究者データ

テープル

一
機関データ

k-一 一 ー ぺ 研究者データ .

研究課題データ

i

　【CSV変 換】

機関デ ータ

テーブル

ーーーーー一>o

CD-ROM

研究課題データ
テーブル

URLデ ー タ

テーブル

図5-7
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(2)研 究課題HTMLド キ ュメン トの作成(図5-8)

(1)の 作業で得 られたテーブルより、研究課題テーブルをもとに、研究課題H

TMLド キュメ ン ト作成のたあのデータテーブルを作成する。同時にURLテ ーブ

ル、研究者テーブル、機関概要テーブルの各テーブルを参照 し、HTMLの リンク

データを生成す る。 このよ うにして作成された1ペ ージ分のデータテーブルは、

あ らかじめデザインされた研究課題HTMLテ ンプ レー トに従 いデザイ ンされ完成

されたHTMLフ ァイルと して出力される。 これ ら一連の処理を研究課題の全件

にわたって行い、約5,600ペ ー ジのHTMLド キ ュメン トが生成 され る。 これ

らの処理は複雑な上に高速性が要求されるものであるので、独自な処理プログラム

をC言 語により新 たに作成 し処理 される。

研究課題データ

テーブル

HTML用 データ

取 り出 し・分解

他テーブルの

読み込み及び

HTMLリ ンク

の作成

HTMLテ ンプレー ト

との統合 と

ファイル生成

研究者データ

テーブル

機 関データ

テーブル

URLデ ー タ

テー ブル

研究課題HTML

テンプレー ト

研究課題HTML

ドキュメン ト

図5-8
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(3)研 究者HTMLド キ ュメン トの作成(図5-9)

同 じく(1)の 作業で得 られた研究者 レコー ドのテーブルを もとに、研究課題H

TMLド キ ュメン ト作成のためのデータテーブルを作成する。同時にURLテ ーブ

ル、研究者テーブル、機関概要テーブルの各テーブルを参照 し、HTMLの リンク

データを生成す る。

作成 された1ペ ー ジ分のデータテーブルは、あらかじめデザイ ンされた研究者H

TMLテ ンプ レー トに従いデザイ ンされ完成されたHTMLフ ァイル として出力さ

れ る。

これ ら一連の処理を研究者データの全件にわたって行い、約8,900ペ ージの

HTMLド キュメ ン トが生成 され る。(2)と 同様、 これ らの処理 は複雑な上に高

速性が要求されるものであるので、独自な処理プログラムをC言 語 により新 たに作

成 し処理 される。

研究者データ

テーブル

HTML用 データ

取 り出 し ・分解

他テーブルの

読み込 み及び

HTMLリ ンク

の作成

HTMLテ ンプレー ト

との統合 と

ファイル生成

研究課題データ

テーブル

機関データ

テーブル

URLデ ー タ

テー ブル

研究者HTML

テ ンプ レー ト

研究者HTML

ドキュメン ト

図5-9
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(4)機 関概要HTMLド キ ュメ ン トの作成(図5-10)

同 じく(1)の 作業で得 られた機関概要 レコー ドのテーブルをもとに、あらか じ

めデザインされた機関概要HTMLテ ンプ レー トに従いデザイ ンされ完成されたH

TMLフ ァイル として出力 され る。

この処理を機関概要 レコー ドの全件にわたって行い、約100ペ ージのHTML

ドキュメン トが生成 され る。(2)と 同様、独 自な処理プ ログラムをC言 語 によ り

新たに作成 し処理 される。

機関データ

テーブル

HTML用 データ

取 り出 し・分解

他テーブルの

読み込み及び

HTMLリ ンク

の作成

URLデ ー タ

テー ブル

HTMLテ ンプレー ト

との統合と

ファイル生成

機関概要HTML

ドキュメン ト

機関概要HTML

テンプレー ト

図5-10
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(5)イ ンデクシング

作成 されたHTMLド キ ュメ ン トをサーバ上の所定のディレク トリに配置 し、最

終的に全件(約15,000件)の ドキュメン トについて全文検索 ソフ トウェアに

より検索用インデックスを作成する。

検索インデックスが作成されることにより、検索CGIと の組み合わせで研究者、

研究課題、研究機関の検索をインターネットを通じて行 うことが可能となり、研究

便覧WWWシ ステムが完成す る。(図5-11)

r

研究者HTML

ドキュメン ト

研究課題HTML

ドキュメント

機関概要HTML

ドキュメン ト

インデックス作成

検索ページ → 検索cgi
尋 一■一■÷一 イ ンデ ッ ク ス

デ ー タ

↓
一 －
HTMLド キ ュメント

検索出力

図5-11
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5.7今 後 の課題

筑波研究学園都市の研究内容を幅広 く知 って貰うために発刊 した研究便覧であるが、

インターネット上での公開事業が完了 したことで、ほぼ最終的な目的を達成 したと考

えてよい。 ただ し、今回の便覧作成過程においては、

(1)英 語化された情報の収集にっいて、各機関に対 しての通知が不十分のため、ご

く一部の情報 しか英語情報 としてHTML化 で きなか った。

(2)HTMLド キュメ ン トの作成のための ソースとなるデータが、書籍作成の過程

から得 られたデータ構造を元に作成されているので、サイ ト全体の仕様として分野

別のような細かな設定ができない。

などの点で不満が残 った。次回以降の研究便覧作成においては、今回の反省を踏ま

え、日本国内だけでな く海外への情報提供を前提とした新たな情報収集、ならびにデ

ータ編纂の方法などを工夫 し、国際的に見て遜色のない完壁な情報提供が可能になる

よう努力 していきたい。
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一一
6.HTMLド キ ュメ ン トの 詳細

6.1デ ィ レク トリ構 成

WWWサ ーバ のデ ィ レク トリ構成 は図6-1の よ うに な る。

(1)namesデ ィ レク トリ

約8,900件 の研 究者HTMLド キ ュメ ン トが納 め られ て い る。 フ ァイル名 は

研 究者ID(SEQ番 号)を 元 にN*****.htmlの 名 称 で保 存 され る。

(2)themejデ ィ レク トリ

約5,600件 の研 究概 要HTMLド キ ュメ ン トが納 め られて い る。 フ ァイル名

は研究 課題ID(SEQ番 号)を 元 にT*****.htmlの 名称 で保 存 され る。

(3)j_gaiデ ィ レク トリ

約110件 の 日本語 表記 の機 関概要HTMLド キ ュメ ン トが納 め られ て い る。 フ

ァイ ル名 は機 関 コー ドを元 にK***.htmlの 名称 で保 存 され る。

(4)e _gaiデ ィ レク トリ

約110件 の英語表 記 に よ る機 関概 要HTMLド キ ュメ ン トが 納 め られて い る。

フ ァイル名 は機 関 コー ドを元 にKE***.htmlの 名称 で保存 され る。

(5)pictデ ィ レク トリ

研究 者 、研究概 要、 イ ンデ ックス、検索 ペ ー ジ、 等 で用 い られ る装 飾 用 イメ ー ジ

が 納 め られて い る。

(6)imageデ ィ レク トリ

機 関概 要HTMLド キ ュメ ン トの た あの写真 イメー ジが 納 め られ て い る。 フ ァイ

ル 名 は機 関 コー ドを元 にK***.JPGの 名称 で保存 され る。

!usr/loca1/www/daヒa

図6-1

names 研究者㎜

ヒhemej課 題 冊IL

]_gaエ

e_ga1

picヒ

機関概要日本語

機関概要英語

装飾用イメージ等

㎞age機 関写真
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6.2ド キ ュメ ン ト作成 処理 につ いて

(1)研 究課題HTMLド キュメ ン ト

大型 コンピュータか ら移された研究課題に関するテーブルの構成は表6-1で 示

されるよ うになる。テ ンプ レー トファイルへは文字列変換のための疑似タグを設定

し、該当するタグ文字列を各々研究テーマの各フィール ドの文字列 と置換する。

(表6-2)

置換の際、研究者HTMLド キ ュメン ト、機関概要HTMLド キ ュメ ン ト等、他

HTMLド キュメ ン トへの リンクタグを生成 しなければならない。この時点で、 リ

ンク先ディレク トリが特定 しておかなければ リンクの生成は不可能である。このた

め、 リンクディレク トリの指定はあらかじめ6.1で 決め られたディ レク トリ構成

に則 った形で文字列に置換されるようハー ドコーディングされる。

BANGO

K工KANCODE

BUNRU工1

BUNRU工2

BUNRU工3

K工KANME工

KKNKEYOl

KKNKEYO2

KKNKEYsO

KADA工

GA工YO

NOMl

NOM2

NOM3

HONURL

KANURL

F工ELD64

ET工TLE

SEQNo.

機 関 コー ド

JCST分 類1

JCST分 類2

JCST分 類3

機 関 名

研 究 者KEY1

研究者KEY50

課題名

概要
ノンブル1

ノンブル2

ノ ンブル3

課題URL

関連疏

英字 タイ トル

疑似タグ 置換文字列

<!丁 工TLEBAR> 課題名文字列より抜粋して作成

<!丁 工TL> 課題名全文

<1JCS即1> JCSTコ ー ドよ りテ ー ブル サ ーチ を行 い 作 成

<!JCST2> JCSTコ ー ドよ りテー ブル サ ーチ を行 い作 成

<!JCST3> JCSTコ ー ドよ りテ ー ブルサ ー チ を行 い作 成

〈!ORG}専 〉 機関コー ドよりサーチにより機関名作成

<!NAMES> 研究者キーより人数分研究者冊仙へのリンク作成

<!COM> 研究概要全文

・<則RL>
研 究課 題URL、 関連URL

<!ETITLE> 英字課題名

表6-1 表6-2
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(2)研 究者HTMLド キュメ ン ト

同 じく、研究者に関す るテーブルの構成は表に示されるようになる。テーマHT

MLド キ ュメ ン トの場合 と同 じく、テ ンプレー トファイルへは文字列変換のための

疑似タグを設定し該当するタグ文字列を各々研究者データの各フィール ドの文字列

と置換する。(表6-3)

テーマHTMLド キュメ ン トの場合 と同 じく、他HTMLド キュメン トへの リン

クはあ らか じめ決め られたディレク トリ構成に則りハー ドコーディングされる。

(表6-4)

SEQ

KKNCD

K工KANl

K工KAN2

KENKYUJO

YAKUSHOKU

NAME

KANANAME

TEL

SENMON

THE)([EKEYOl

THEMEKEY20

ROMA

EMA工L

SEQNo.

機関 コー ド

部署名1

部署名2

機関名

役職

氏名

カナ氏名

電話番号

専門分野

研究課題KEYI

研 究課題KEY20
ローマ字名

email

表6-3

疑似タグ 置換文字列

<!TITL田AR> 英字名

<!NAME> 氏名

<!㎜JO> 機関 コー ドより機関名をサーチ、機関概要への リンクを作成

<!SEMON> 専門分野

<!TORL> 研究テーマ囮Yよ り全課題に対するリンクを作成

<!K工KAN1> 部署名1

<!K工KAN2> 部署名2

<!ROMA> 英字名

表6-4
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(3)機 関概要HTMLド キュメ ン ト

機関概要に関す るテーブルの構成は表に示されるようになる。テーマ ・研究者H

TMLの 場合 と同 じく、テ ンプ レー トファイルへは文字列変換のための疑似タグを

設定し、該当するタグ文字列各々機関概要データの各フィール ドの文字列と置換す

る。(表6-5)

この場合で もテーマ ・研究者HTMLド キ ュメン トの場合 と同 じく他HTMLド

キュメ ン トへの リンクはあ らか じあ決められたディレク トリ構成に則りハー ドコー

ディングされる。

また、機関概要HTMLド キュメ ン トは和文 ・英文の2重 構造にな っている他、

共通の写真イメージが含まれるので、それ らリソースもあ らかじめ決められたディ

レク トリ構成に従いタグを生成する。(表6-6)

KKNCD

KNAb(E

ORG

SPEC

CONT

URL

機関コード

機関名
所属省庁
所在地等

詳細文
機関URL

表6-5

疑似タグ 置換文字列

<!TITLEBAR> 機関名

<!KNAME> 機関名

<!ORG> 所属省庁

<!SPEC> 所在地等

<!CONT> 詳細文

<田RL> 機関URL

<虹TL> タイ トルイメージ。機関コー ドより作成

<!LINKE> 英文ページへのリンク。機関コー ドより作成

<!L工NKJ> 和文ページへの リンク。機関コー ドより作成

表6-6
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6.3ド キ ュメ ン ト作 成 用 コマ ン ド

表6-7～ 表6-9(p.36～p.37)に 各HTMLド キ ュメ ン ト作成 コマ ン ドの詳細

を 示す。

6.4検 索 プ ログラ ムの実 装

検索 エ ン ジンnamazuは ソース コー ドで供 給 され るの で、実 行環 境 に お いて展

開 しコ ンパ イ ル され るが 、実 行 の ため には文節分 解 の たあ に、パ ッチを追加 したka

kasi及 びperlが 、 あ らか じめ イ ンス トール され て いな けれ ばな らな い。pe

rlはFreeBS .Dのportsパ ッケ ー ジよ りイ ンス トール可能 で あ る。kak

asiは ソース とパ ッチ を別 々 に入 手 しイ ンス トールす る。(デ ィ レク トリ構 成 、

図6-2)

namazuは デ フ ォル トで イ ンデ ックスを作 成す るデ ィ レク トリが決 定 され 、 検

索 の実 行 に当 た って は1種 類 の イ ンデ ックスだ け しか利 用 され な い。 その ため ドキ ュ

メ ン トを フ ォル ダ に分 割 して 、 カテ ゴ リごとに検 索 を させ る場 合、 オ プ シ ョンに よ っ

て検 索 デ ィ レク トリを指 定 させ る等 のformが 必要 とされ る。 ただ し、namaz

u自 体 が検 索の結 果 と してcgiタ グを含 むformを 出力す るので、 よ り複雑 な検

索 の実 現 のた め には ソー ス コー ドの一 部修 正等 の作業 が必 要 とな る。

!usr/local!namamu!index

drwxrwxr-x2r◎ ◎ヒwhee1512Mar2007

drwxr-xr-x4r◎otwhee1512Jan2712

-rw-rv-r--1binranwheel1219Mar2007

-rw-rw-r--1binranwheelOMar2006

'-rw-rw-r-一 一1binranwheel7499284Mar2007

-rw-rv-r--1binranwhee159060Mar2007

-rw-rw-r--1binranwheel265Mar2009

-rv-rw-r--1binranWheel262148Mar2007

-rv-rw-r-一 一1binranwhee12003btar2007

-rw-rw-r-一 一1binranwheel13201778Mar2007

-rw-rv-r--1binranWheel251B68Mar2007

-rw-rv-r--1binranWheel125Mar2007

-rw-rw-r--1binranwheei466Mar2007

-rw-rw-r-一'1binranwheel311735Mar2007

-rw-rv-rw-1binranwheel214Mar2814

-rw-rw-r--1binranwhee10Mar2007

.一－mwxr-xr-xlbinranwheel.88Mar321

◆ 検 索 さ れ た 文 字 列 は ㎜.sl(ロ に 随 時 記 録 さ れ る

06.

13..

06NMZ

18NMZ

O6MZ

O6NMZ

57NMZ

O6MZ

54N)(Z

O6NMZ

O6NMZ

O6NMZ

O6NMZ

O6NMZ

13NHZ

O61◎9

　ゆ

1「「

Il。ピ

lead

},

;三

esg
s1◎9

36makindex

ノusr/local/narnamu/bin

-rwxr-xr-xlrootwheel49811Mar2006

-rwxr-xr-xlrooヒwheel50813Feb2517

-rwxr-xr-x
.1rooヒwhee11189Mar2006

17mknrnz

54m㎞mz.www

17wdnmz

!Usr/10ca1/1ib!kakasi

－刷 く苫－xr-x'1rooヒwheel9076Jan2713

-rv-r--r--1rooヒwhee12820Jan2713

-rv-r--r--1rootwheel2180926Jan2713

-rwxr-xr-xlrooヒwheel13669Jan2713

-mxr-xr-xlrooヒwhee18998Jan2713

44aヒ ㏄ －conv

44iヒaijidicヒ

44kanwadict

44rnk]cariwa

44rdic-conv 図6-2
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名称 ヒ2www

内容 テ ンプ レー トファイルよりテーマ冊 凪 ドキュメン ト

を作成する

ソ ー ス t2www.cmakeht:mユ.curls.c

作成
方法

cc-oヒ2wwwヒ2ww甘.cmakehヒlnユ.cu主1s.c

カレン トデ ィレク トリにnamed.csvの 名 称で人名 ファイル

お よび ヒt㎝p.hヒ の名称でテンプレー トファイル を配置

して実行する。

変換元データはリダイレク トにより標準入力から入力する。

ヒ2ww<ヒehme98.csv

実行

方法

カ レン トデ ィ レク トリにT・….h㎞1の 名称 で全 ファイルが生

成 される。・… はtheme98.csvの エD番号 により添付 される。

等
リンクされる機関ページは 冊 処 ドキュ メン トルー トフォル

ダか ら/]_gai、/e』aiの 中へ直接 リンク冊 が生成 される。

リンクされ る研究課題〔一ジは同じく ドキュメン トルー トか

ら伍amesの 中 へ直接リンクu旺 が生成 される

表6-7

名称 n2ww

内容 テ ンプレー トファイルよ り研究者冊旺 ドキュメン ト

を作成する

ソース コ2㎜.cshisetu.ceshiseヒu.cmaknhヒ 皿1.c

作成 cc-on2wwwt2www.cshiseヒu.ceshiseヒu.cmak血 ㎞ ユ・c

方法

変換元データはリダイレク トにより標準入力から入力する。

n2wwwくnames.csv

実行 カレン トディレク トリにN・….hヒ 凪 の名称で全 ファイルが生

成 さ れ る 。 ・… はnames.csvの エD番 号`こ よ り添 付 され る。

方法
リンクされる機関ページは 取皿 ドキュメン トルー トフォル

等 ダ か ら/]』ai,!e_gaiの 中 へ 直 接 リ ン クURLが 生 成 さ れ る 。

リンクされる研究課題ペ ージは同 じくドキュメン トルー トか

ら!th㎝ejの 中 へ直接 リンクURLが 生成 される

表6-8

一36一

一 ー一 ・.



成
法
作
方

行

法

実

方

等

テ ンプレー トファイル より機関lmaド キ ュメン ト

を作成する

変 換元データはリダイレク トにより標準入力か ら入力す

る。

n2WWW<ki】 くal】t.CSV

オ プ ション ーeは 英語用田MLを 生 成する。

口2www-eくkikane.csv

カ レ ン トディレク トリにK★・・t・.htmlの名称 で全 ファイルが

生成 される。・・t・・はkikan.csvの エD番号により添付される。

リンクされる機関ページは ㎜Lド キュメン トルー トフォル

ダか ら!j_gai,/e』aiの 中 へ直接 リンクVRr,が生 成 され

る。

概要欄仮想改行コー ド ・Kを<BR>タ グへ変換する処 理 を伴

つ

表6-9
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7.今 後 の展 開

これまでの筑波研究学園都市研究便覧のユーザ機関は約4,000機 関であ り、個

人ベースでは、2年 間で海外 も含 めると数万人が利用すると見込まれる。予想 される

効果としては、国内外の研究機関 ・研究者、及び研究産業従事者、研究開発担当者等

の、最先端技術の把握及び研究交流インターネット上の利用は今回無料で提供予定で

あるが、今後電子マネー等のネ ット上での決済システムの充実が見込まれるため、次

回(平 成11年 度)か ら有料化 して本データベースの充実を図る計画である。
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DatabaseofRgs●arcLArea

inTsukubaScienceCity

Thisdatabaseisseparatelydisplayed
inJapaneseandEn'glish.
Forinformationretrieval(byresearch
subject,bypersonaldataof
researchers),bothJapaneseand
Englishareavailable.

EitherJapaneseorEnglishcanbe

usedforkeywordsearch.

購liii…:　…lll

[筑波研究学園都市]
研究便覧データベース

このデータベースの表示は、日本語と英

語に別れています。
ただし、データベース検索(・テーマごとの

研究 データ、・研究者の個人データ)の み
日本 語と英語の併記となっています。

また、データベース検 索は、キーワードとし

て日本語、英語のいずれの利用も可能です。

㌍
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匡筑波研究掌覇戴 恒研究便耀データベースの無作権につい℃

簿iこの[筑 波研究学 園都市]研 究便覧データベースは、財団法人データベース振興センターの 委託事 業よる補助金により構築されました
。

また、データベースの 内容のうち研究機関概要は、 ・ の 一一'古 ◆

馴 濃 霧 罐 麟 竺研究学園都市研究機関等連 議会普及朝 委賑 ・
研究テーマ、研究者などの研究情報は、'n!ft'98-'99(監
修=筑 波研究学園都市研究機 関等連絡協議会、発行=株 式会社筑 波出版 本)の 掲 載情
報を基にしました。なお、研究データ、研究者のデータは、調査を実施した1997年4月 時 点
でのものとなっています。

難 文 タ㌶ のi繊 は・財団※ ㍍ タ㌶ 鑑 ンタ誌 帰属し*V・

に関 る著作権は、筑波研究学園都市研究 関等連絡協議云に帰属します。

'98 -'99

⑬ 本データベースは株式会社筑波出版会により、維持 ・管理されています。

ア ヘ ース セ ン

〒305-0032

住 所 東京 港 区新 橋 二 丁 目13番8号

新 橋 東 和 ビル5階

T6103-3508-2430

FaxO3-3508-2440

研

「「305-0032

住 所 茨 城 県 つ くば 市 竹 園2-20-5

TelO298-51-1331

FaxO298-56-0464

E-mail:kata'ri@ko3.statci.

ホ ー ム ペ ー ジ に 関 して の お 問 い 合 わ せ ば

株 式 会 社 筑 波 出 版 会

Tel:0298-52-6531

Fax:0298-52-4522

E-mail:info@t-press.co,iP

httP://www.t-Press.co.iP

http://binran.t-press.cojp/cre.html
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零㎞・Wh登t拍th白Re皐earchCat日lo90et8b白S80f釘 τ釦k幽Soi8nc白eity勲7

&r筑 波研究学園都市1研究便覧は、筑波研究学園都市
内にある国、民間の研究・教育機関の連絡組織で構成され
る「筑波研究学園都市研究機関等連絡協議会」が編集し、
科学技術庁が監修し発行しているものです。
このデータベースは、同研究便覧内に収められている研究・
教育機関の概要、研究テーマごとのデータ検索ができます。
また、研究テーマのデータ検索結果から各研究に携わって
いる機関と研究者のリストが分かります。

嶺本データベースは、世界各国の研究者 同士の研究交流を

目的としたものであり、ここで得られた情報を不正に加工 し、
商業 目的で不正使用することを禁 じます。

・訂 筑 波研究学 園都市1研 究便覧(書 籍、CD-ROM)の 詳 しい内容は二ちぢ△

鯵r筑波研究学園都市1研 究便覧の御購 入は最寄りの書店にご注文いただくか,21ニル1三

エお申し込みください。

一 、 トップページに戻ります。
1.…st◎fl癒杖責顧白書

iS㈱'ぱ

筑波研究学園都市内の研究・教育機関の概要が分かります。

筑波研究学園都市の研究内容に関するデータが、研究テーマ
により検索できます。

.C預 醜.

Engl}gh

[筑波研究学園都市]研究便覧データベースの著作権について

現ページの英語での説明がご覧頂けます。

囲 ホ ー ム ペ ー ジ に 関 して の お 問 い 合 わ せ ば

株 式 会 社 筑 波 出 版 会

Tel:0298-52-6531

Fax:0298-52-4522

E-'mail:info@t-Press.co.iP

httP://www.t-press.coＬp

http://binran.t・-press.cojp/contents.html
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鯨 ・棚蹴 抽the腐 ㈱al憤Gぬ1囎fnetabegeUt"Tsuk幽9呑i舶c白 口iげ?

　』濠TheResearchCatalogDatabaseofTsukubaScience

City"iscompiledbythe"TsukubaCityLiaisonCouncilfor

PromotionofResearchExchange"consistingofliaisonsof

nationalinstitutesandprivateresearchandeducational

organizations,anditissupervisedandpublishedbyScience

andTechnologyAgency.

Thisdatabasecanbesearchedbytheoutlineofeach

researchandeducationalorganizationlistedintheResearch

Catalog,and/orbyresearchsubject'

Searchingbyresearchsubject,youwillfindalistof

organizationsandresearcherswhoareengagedinthesubject

.畢
・Thepurposeofthedatabaseistofaci|itatethecommunicationamongresearchersall

ovgrtheworldintermsoftheirresearchsubjects.

Anyillegalchangesoftheinformationobtainedthroughthisdatabaseforanycommercial

purposeareprohibited.

・ 層1r叩
ReturntotletopPage

ぷstが1熊 情u㎏8. Displaysthelistofresearchandeducationalorganizations

andtheiroutlinelocatedinTsukubaScienceCity.

Datacanbesearchedbyresearchsubject,intermsofthe
contentsofresearchcarriedoutinTsukubascienc6City.

'
.Crgd{t DisplaystheCopyrightoftheResearchCatalogDatabaseof

"T
sukubascienceCity".

…鮎gl紬..
TheexplanationofthispageisdisplayedinEngtish.

輌 Foranyinquiryregardingthishomopage,pleasecontatto

TheTsukubaPressCo.Ltd.

・ ・Tel・:+81-298-52=6531

Fax:'+81-298-52-4522

E-mail:info@t-press.co,ip

httP://www.t-press.co.iP

http://binran.t-press.cojp/con2.html
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鯵iThisResearchCatabgDatabaseof"TsukubaSciencecity"isfinancedbythe"
subsidyfromtheDatabasePromotionCenter,JapanandiscompiledbyTsukuba

CityLiaisonCouncilforPromotionofResearchExchangeon

commlSSIon.

Theout|ineofresearchinstitutesdescribedinthisdatabaseiscompiledbyreferring

tothe"GuideforTsukubaScienceCity"(1996,supervisedbyPublicRelations

Committee,TsukubaCityLiaisonCouncilforPromotionofResearchExchange ,

publishedbyTh8TsukubaPressCO.,LTD.).

Researchinformation,includingresearchs呵ectsandresearchers,iscompiledbase

onth8articlescontainedinthe"ResearchCatalogofTsukubaScienceCity,
'98 -'99"(supervisθdbyTsukubaCityLiaisonCouncilforPromotionofResearch

Exchange,pub|ishedbyTheTsukubaPressCO.,LTD.).

Researchsuhjectandresearchers'dataarequotedfromtheinvestigationrgsults

conductedinApril,1997.

・縫iThecopyrightofthisdatabasebelongstotheDatabasePromotionCenter
,Japan."Th

ecopyrightsfor"GuideforTsukubaScienceCity"and"ResearchCatalogof

TsukubaSci6nceCity,'98-'99"belongtoTsukubaCityLiaisonCouncilfor

PromotionofResearchExchange.
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Fax:+81-298-56-0464
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機関一覧

筑波研究学隣都市研究機関一覧

こ三で1ま、筑波研究學園都市研究機関等連絡協議ぞ1三}弄高ずる機関の紹介をいたします。

お探しの機関はどこにあてはまりますか?
分

asilse技 術庁7機 関
脇灘6機 関
砲農iEztSies13機 関
拳醗3機 関
・遊離1機 関

鯉 徹 法ム1機 関

類
論理境丘1機 関
●厚生e2機 関
寺通商 星叢省9機 関
鋸盤4機 関

睾公益法ム10機 関
途民間企業41機 関

知りたい機関名をクリックすると、その機関の概要が説明され ます。

科学技術庁・錨 分類に戻る

●

三

:

●

●

●

金属材料技術研究所

防災科学技術研究所

研究交流センター

宇宙開発事業団筑波宇宙センター

理化学研究 所 ライフサイエンス筑波研究センター

科学技術振興事業団

環境庁綾 分類に戻る

● 国立環境研究所

文部省偽 分類に戻る

●

:

●

●

●

図書館情報大学

齪
筑波技術短期大学
葺エネルギー加速器研究機構
国立科学博物館 筑波研究資料センター
国立教育会館 学校教育研修所

厚生省縦 分類に戻る

●

●

国立予防感染症研究所 筑波医学実験用霊長類センター
国立医薬食品衛生研究所 筑波薬用植物栽培試験場

農林水産省議 分類に戻る

●

●

●

●

…
●

●

●

●

●

●

農林水産技術会議事務局 筑波事務所

農業研究センター

農業生物資源研究所
農業環境技術研究所

←
←
農業工学研究所
蚕糸・昆虫農業技術研究所
家畜衛生試験場
食品総合研究所

国際農林水産業研究センター

森林総合研究所
種苗管理センター

通商産業省徽 分類に戻

● 工業技術院 筑波研究支援総合事務所

http://binran.t-press.cojp/ichiran.html
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機関一覧

・ エ墓技術院_産業技掘 幽 班究駈
●

●

●

工業技術院 物質工学工業技術研究所

工業技術院 生命工学工業技術研究所
工業技術院 地質調査駈

工業技術院 電子技術総合研究所
工 ム

'

に

・1気 象庁観測部 気象測器検定試験センター

・ 気象庁 気象研究所
ム

'

に

・ 筑波研究学園都市施設管理センター
・ 風土地理院

・ 工墨斑究班

ノ

に

●
、

公' に

・(社)科 学技術国際交流センター

●

一

●

(財)っ くば科学万博記 念財団一
・(財)っ くば都市振興財団

・(財)日 本 自動車研究所

・一 農場
●

、

●

麺
ベ ー1ビ' 、

に

に

・(株)青 木建設研究所

・ 上野製薬(株)食 品技術研究所

・ エーザ イ(株)筑 波研究所

・(株)奥 村組 技術研究班

・ オム ロン(株)筑 波研究所

・ 協和発酵工業(株)筑 波研究所

・(株)熊 谷組 技術研究所

・ 興 和(株)興 和総合科学研究所

・ 三洋電機(株)研 究開発本部 筑波研究所

・ 住友化学工業(株)筑 波研究所

・ 全国農業協同組合連合会 飼料畜産中央研究所

・ ダイキン工業(株)MEC研 究所

●

・ ツクバ技研(株)

・ 筑波研究コンソーシアム

・(株)つ くば研究支援センター

・(株)テ キサス・インスツルメンツ 筑波研究開発センター

・(株)ト ーキン 商 品開発研究所

・ 東洋インキ製造(株)筑 波研究所

・一=
・戸田建設(株)技術研究所

http=//binran.t-press.co.jp/ichiran.html
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機関一覧

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

■

●

●

●

巾'` ウbン ー

缶
NEC 巾

亘==量 NTTNTT ス 石 西 一

.日本ハム(株)中 央研究所
ハ マ 、石 一
、,、 ニ ス ・ 石 和 一

萬 有製薬(株)っ くば研究所

,、'ミ ロ ン

土 △'当 工

つ1 '` ン ー
ξ 石 西 一

三 ◆ス ∂当 MGC、 △mu

▲1 ξ 石 西'一

口レアル筑 波センター
こtlつ 川'一 つ1 sン ー

(株)日 本紙パルプ研究所

・・頴 蘂 灘 蕗 瀕ii顯 亘熟 熟iiii ,;

リ シ の
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ホー ム ペ ー ジ1三 関 して の お 問 い 合 わ せ ば

株 式 会 社 筑 波 出 版 会
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1-2-1Sengen,Tsukuba,lbaraki,

305-0047

Telephone/Facsimile
O298-59-2000(MainNumber)
0298-59-2045(P.R.Section)
0298-59-2029(Facsimile)

SengenSit6:149.839m2

SakuraSite:44,031m2
MeguroSite:5,173m2

Stafr:417

OpenDay/Exhib辻ionFaoility

OnedayinAprilduringScienc6

andTechnologyweek.

Permanentexhibition:Exhibition

hallnexttoth610bbyonthelst

floorofthemainbuildingClosed

onSaturdays,Sundays,and

NationalHolidays.Reservations

requested.

htt:www.nrim.」

蹴ionalReseenh韮n●t姥 幽?orMo抽.1臼(N詞IM)

Kinz醸u・z日iryoG祇 賠uκenkyulo

MeetingtheEver-ChangingNeedsofSociety

TheNationalResearchlnstituteforMeta|swasestab|ishedin

1956toconductresearchintometals,bothfundamenta‖yand

techno|ogically.Twomajorapproacheshavebeenatthθcore

ofNRIM'ss廿ategy-devel◎pingadvancedmaterialswithnew

propertiesandestablishingthereliabilityofmaterials.Some

accomplishmentsinthepastincludedthediscoveryofoxide

superconductingmaterialscontainingBi,R?of

high-temperaturesuperalloysandintermetalliccompounds,

andthθaocumulationofcreepandfatiguedataforoverIOO,

000hours.Theseachievementshavecontributedsignificantly

tothedevelopmentofnewapplicationsandth6improvement

ofproductreliabilityandsafetyin白widerangeofindustries.

TofUrtherfacilitatethisresearch,asupercomputerwillsoon

beintroducedintoNRIMtobeutilizedforthedesignof

materialsandprocesssimulation.

CenterofExcellenco

Since1995,NRIMhasbeenselectedasaCenterof

Excellence(aprogramfundedbytheScienceandTechnology

Agency)foritsresearchproposalonelec廿onicquantum

effectsinextr6mephysicalfields,suchasinextremelystrong

magneticfields,inpreciselyexcitedmaterialstatesrealizedby

irradiationofelectrons,ions,andphotons,andinultrahigh

vacuums.Theresearchwillexp|orenovelquantumphenomena

andrelatedunknownmaterialpropertiesresultingfromthe

quantumcharacteristicsofe16c廿onsinthematerialsplacedin

thesefields.Worldwideattentionisnowfocusedontheresults

ofexperiments,suchassingleelectrontransistorsfabricated

byatomicmanipulationtechniquesinultrahighvacuums.

Foranyinquiryregardingthishomepage,pleasecontatto
TheTsukubaPressCo.Ltd.
Tel:+81-298-52-6531
Fax:+81-298-52-4522
E-mail:info@t-PreSs.co.iP
httP://www.t-Press.c◎.iP

http://binran.t-prθss.co.jp/e _gai/KE130.html



金属材料技術研究所

劃 欝糊 目頗 衛灘噺{全 割獺.NRIMハ

肘白田◎StslReg8grchlr、s6t就 白fo川Me拍{s

電 話/FAX

O298-59-2000(代 表)

0298-59-2045(広 報 担 当)

0298-59-2029(同FAX)

〒305-0047つ くば市千現1-2-1疲 労データを世界中に公表し、それに基づく材料 の寿命 ・余寿命

予測技術の向上などに数多くの実績を上げています。

敷地 面積

(千 現地 区)=149,839m2

(桜 地 区)=44,031m2

(東 京 材試地 区)=5,173m2

職 員 数417

一般 公開

常設展示施設:研 究本館1階 展

示室8:30～17:00、 土 ・日・祝
日、要事前 申し込み、定期公開:

科学 技術週間 の1日

httP://www.nrim.9◎jD/

変動する社会のニーズに応えるために
航空機工業、原子力の利用、電子工業などの急速な発展とともに、
高性能でかつ従来には要求されなかった特殊な性能を有する材料
の創出が強く求められるようになり、昭和31年(1956)7月 、金属材
料に関する諸問題を本質的に、かつ総合的に研究・開発するため
の機関として、金属材料技術研究所は設立されました。
金属材料技術研究所は、設立以来より高性能な材料や、新しい
機能を持つ新材料の開発を目的とした研究と、金属材料の信頼性・
安全性を確保し、高度化していくための材料信頼性の確立に関す
る研究を柱に研究を推進してきました。
これらの研究に関して、これまでにビスマス系新超伝導材料の発
見をはじめとする、多くの新超伝導材料の研究開発や、超耐熱合
金、金属間化合物の研究開発、10万時間を越すクリープデータや

研究のより高度化を目指して
今後も、金属材料技術研究所では新材料の開発研究、材料信頼
性の確立のための研究を材料科学技術の基本に立ち返り、より効
率的に進めるとともに、スーパーコンピュータを導入し、材料物性
やプロセスのシミュレーションを行い、それによる新材料開発の可
能性を強力に探求していこうとしています。

センタ一汁ブエクセレンス
物質中の電子の量子効果を材料レベルで発現させ、新しい機能物
性を得るためには、電子の量子状態に強い影響を及ぼす実験環
境の極限化が必要です。強磁場、精密励起場、極高真空場を発生
する大型設備を整備した「極限場研究センター」において極限場研
究を推進し、材料研究における新たなブレークスルーを目指してい
ます。
さらに、国際的な共同研究等の研究交流を推進し、開かれた
研究所への展開を図ります。また平成7年度(1995)か らは『極
限場を利用した量子効果発現に関する研究』が、科学技術振興調
整費の中核的研究拠点(COE)育 成制度に選定されました。
これは、極限場研究においてこれまでに蓄積された技術をさらに
発展させ、高度化し、極高真空中での単原子操作により、単一電
子トランジスタ等の極微細構造物質の開発を図ろうというもので、
世界中が金属材料技術研究所の極限場研究に注目しています。

ホ ー ム ペ ー ジ に 関 して の お 問 い 合 わ せ ば

株 式 会 社 筑 波 出 版 会

Tel:0298-52-6531

Fax:0298-52-4522

E-mail:info@t-Press.co.iP

httP://www.t-Press.co.iP

http://binran.t-press.cojpノ'j _gai/Kl30.html
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s鯛rc㍍ngt抽d:ポ 臼byr6白 飴r品Subj部t

研究テーマたとのヂ.一夕繊棄

インデックスの最終更 新 日時:3/20/98

現在 、14,765の ファイルがインデックス化され、62,767個 のキーワードが登録され ています。
細知りたい研究テーマをフレーズや文章で入力してください。
⑱詳しい検索の仕方はこ波 へ

Dateth6indexwasLastupdated:3/20/98

Currently,14,765fileshavebeenindexed,and62,767keywordshavebeenregistered.
'tS.Specifytheresearchsubjectinwhichyouareinterested ,byenteringaphraseorasentence.
`kRefertothefollowingforthedetailedsearohmethod .

SearchExpression: Searoh!

Numberofitemsdisp|ayed: 20 Displayofsummary: ON

駅}:,曳.・ 」: 己 今.・ 、A' rへr='
、'i ㌔

_燕輌 Foranyinquiryregardingthishomepage,P|easecontatto

TheTsukubaPressCo.Ltd.

Tel:+81-298-52-6531

Fax:+81-298-52-4522

E-mail:info@t-Press.co.iP

httP://www.t-press.co.ip

http://binran.t-press.cojp/data.html



NittaHiroshi
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Engtish/Japan8se

Name

Organization

ResearchSubject

研 究 課 題

研究者名

機関名

NittaHiroshi

NationallnstituteforEnvironmentalStudiesNIES

Theme-1Theme-2Theme-3Theme-4Theme-5

新田 裕史

部署

専門

概要

纈地域環境研究グループ

趨・都市環境影響評価研究チーム
煉・

環境疫学

Foranyinquiryregardingthishom6page,P|easecontatto

TheTsukubaPressCo.Ltd.

Tel:+81-298-52-6531

Fax:+81-298-52-4522

E-・・mail:info@t-Press.co.iP

httP://WWW.t-PreSS.CO.iP
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購湯瀬=磯 虞襲鴫鷹 繧爆夢癒蓼穣霧蟻無 獺 … 泣

現在、14,765の ファイル がインデックス化され、62,967個 のキーワードが登録されています。

インデックスの最終更新 日時:3/20/98

検索式:花 粉症 S8arch!

表示件数:20 要約表 示:ON

検索結果
参考ヒット数:[花 粉症:5]

検 索式にマッチする5個 の項 目が見つかりました。

1 レ ー た ◆ レ レ_(score:17)

English/JapaneseSubjectResearcher関 連URLRelatedURLテ ー マ 喘 息 花 粉症 食 物 アレルギ ーなどア

レルギ ー疾 患 の 発 症 機 構 に関す る研 究 分 類 病 因 別疾 患の 医 学遺 伝 学 ・進 化論 薬理 学 所 属 筑 波 大 学

研 究者 概
htt://binran.t-ress.co.'/theme'/TOIOEI13.htmlsize(4,764bytes)

2.ス ギ花粉症克服 に向けた総合 的研究 に関す る_(sc。re:4)
English/JapaneseSubjectResearcher関 連URLRelatedURLテ ー マ スギ 花 粉 症 克服 に 向けた 総 合 的研

究 に関す る調 査 分 類 病 因 別疾 患 の 医学 所 属 国立 環 境 研究 所 研 究 者 概 要 近 年 患 者 数 が 増 加 して い

るスギ花 粉

htt://binran.t-ress.co.'/theme'/T1500345.htmlsize(5,287bytes)

3.ス ギ 花 粉 に対 す るモ ノクローナ ル 抗 体 を用 い4-.(sc。re:1)

English/JapaneseSubjectDevel◎pmentofsystemsfordetectingthepollensofJapanesecedarusing

m。n。cl。nalantib。dyResearcher関 連URLRelatedURLテ ー マ ス ギ 花 粉 に 対 す る モ ノク ロ ー ナ ル 抗 体 を 用

い た

http://binran.t-press.co.ip/themei/T5406393.htmlsize(5,229bytes)

4.ス ギ 花 粉 の 免 疫 学 的 特 性 解 明...(score:1)

English/JapaneseSubjectStudiesonimmunologicatcharacteristicsofJapanesecedarpollenResearcher

関 連URLRelatedURLテ ー マ ス ギ 花 粉 の 免 疫 学 的 特 性 解 明 分 類 生 体 防 御 と免 疫 系 病 因 別 疾 患 の 医 学

所

htt://binran.t-ress.co.'/themei/T3200255.htmlsize(5.054bytes)

5.". こde_(SC。re:1)

雰窒繊掌篇 麟蜜鐵裟纏竃職L穀織編ぷ ㌶禦綴蓋鴎慕繋竺
の 浸 潤 に

h://binran.t-ress.co.'/theme'/Tl500074.htmlsize(4,945bytes)

CurrentList:1～5

Pago:[1]

この 全 文検 索 システム はNamazu∨1.1.0に よって構 築 されてい ます 。

〃7ゴ勺@t■reSS.θO.

http://binran.t-press.cojp/cgi-bin/namazu.cgi?key=%1B%24B2VJ4%3El%1B%28J&max=20&fommat=long&whe98/04/09bmit=



喘息,花 粉症,食 物アレルギーなどアレルギ_
む し ウ
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¢onte幽o綿 ⊇68涼6ub鱈 感 .

研究テーマ内塵・噺秘一 φ一

English/Japanese

Sψiect

Researcher

関 連URL

RelatgdURL

テ ーマ 喘息,花 粉症,食 物アレルギーなどアレルギー疾患の発症機構に関
する研究

分 類 病因別疾患の医学遺伝学・進化論薬理学

所 属 筑波大学

研究者 柴崎 正修

概 要 概要なし

嘉詳しいテーマの分類の方法はこちらへ
嘉Forthedetailedsubjectcategory,referto:

Foranyinquiryregardingthishomepage,pleasecontatto

TheTsukubaPressCo.Ltd.

Tel+81-298-52-6531
◆FaDc+81-298-52-4522

E-mail:nfo@t-press.co.iP

http=//www.t-press.co.iP

http://binran.t-press.cojp/themej/TOIOEI13.html



スギ花粉症克服に向けた総合的研究に関する... 1/1ヘ ーソ

研究テーマ内塵
櫛㈱ 斑洛働 鰯'ガ秘螂鰯好一 フー 一 跡療

English/Japanese

S呵6ct

Researcher

関 連URL

RelatedURL

テ ーマ スギ花粉症克服に向けた総合的研究に関する調査

分 類 病因別疾患の医学

所 属 国立環境研究所

研究者 工
概 要 近年患者数が増加しているスギ花粉症は生命の危険はないものの、

その特有の症状によって日常生活に与える影響は大きく、それに伴う
社会的な損失を考えると重要な国民健康問題であるといえる。しかし
ながら、スギ花粉症に対する根治的治療法は確立しておらず、抜本
的解決策であるスギ林の削減についても生態系の保全等の理由から
実行困難である。また、発病の関与すると考えられる諸因子の解明も
未だ十分になされていない。そこで、本調査では花粉症に係る諸問題
について、その対策と研究開発の現状、及びその問題点を把握し、効
率的・効果的な対策についての可能性を検討することを目的とする。

毒詳しいテーマの分類の方法はこちらへ
魯Forthedetailedsubjectcategory,referto:

Foranyinquiryregardingthishom6page,pleasecontatto

TheTsukubaPressC◎.Ltd.

Tel:+81-298-52-6531

Fax:+81-298-52-4522

E-mail:info@t-press.co.iP

http://www.t-Press.co.iP

http://binran.t-press.co.jp/themej/Tl500345.html
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徽 蘇

aSstolResearehlns憶 破 白書in↑ 覇uk凶 日S斑 白rrceClty.、

Thispageintrod ucestheinstitutesandorganizationsbelongstotheTsukuba

CityLiaisonCouncilforPromotionofResearchExGhange.

Yoursearchinginsぜtutebelongstoanyone

ofthefollowingorganizations?

Category

・勢ScienceandTechnotoff∨Agencv

㊨
欲

EnvironmentAgency

MinistrvofEducation,Science.Sportsand

70rganizations

lorganizations

60rganizations

Culture

MinistrvofHealthandWelfare

為
.
毎

鋤

轟

嘉
・
寿

齢

MinistrvofA栖cu|ture,ForestrvandFisheries

MinistrvofIntemationalTradeandlndustrv

Minist ofTransort

Minist ofConstruction

MinistrvofForeignAffairs

PublicCorporations

lncorporatedEducationallnstitution

Privatelnstitutes

20rganizations

130rganizations

gorganiZations

30rganizations

40rganizations

lorganizations

lOorganizations

lorganizations

410rganizations

Byclickingtheinstituteinwhichyouareinterested,the

outlineofthatinstituteisdescribed.

ScienceandTechnologyAgency像ReturntoClasslficationTable

●

●

●

●

●

●

●

NationalResearchlnstituteforMetals(NRIM)

NationalResearchhstituteforEarthScienceand
.

DisasterPrevention(NIED)
NationallnstituteforResearchinlnorganicMaterials(NIRIM)

TsukubaCenterforlnstitutes(TC1) .

NationalSpac8DevelopmentAgencv/TsukubaSpaceCenter・

(NASDA/TKSC)
JaPanScienceandTechnologvCorPoration(JST) .

TsukubaLifeScienceCenter,ThehstituteofPhvsicaland

ChemicalResearch(RIKEN).
EnvironmentAgency偽RetumtoClassifioationTable

● NationallnstituteforEnvironmentalStudies(NIES)
MinistryofEducation,Sciθnce,SportsandCulture

・偽 、RetumtoClaSsificationTable

■

■

●

●

●

●

.

UniversitvofLibran1&lnfomationScienCe(ULIS).'

UniversitvofTsukuba.

TsukubaCollegeofTechnologv(TCT)

KEKHighEner頁vAcceleratorResearchOrganizatioh

TsukubaResearchCenter.NationalScienceMuseum・ ・

Nati◎na!E.ducationCenterlnstituteforEducationalResearchand
.

h-serviceTrainin9

MinistryofHealthandWelfare"・ 傷RetumtoClass市cationTable

●

●

`. 「
TsukubaPrimat8CenterforMedicalScience,theNationa|

.

.

lnstituteoflnfectiousDiseases(TPC)
TsukubaMedicinalPlantResearchStation,Nationallnstituteof・

HealthSciences(NIHS)."

MhistryofAgricultur6,Fore『stryandFisheries

傷 ・ReturntoClassi6cationTable

http://binran.t-press.cojp/all2.html



ListofRlnstitutes

Agriculture.Forestrv,andFisheliesResearchCouncilSecretariat,

TsukubaOf6ce

NationalAgricultureResearchCenter(NARC)

NationallnstituteofA館obiologicalResources(NIAR)

NationallnstituteofAgro-EnvironmentalSciences(NIAES)

Na60nallnstituteofAnimallndustrv(NIAI)

Na60na1lnstituteofFruitTreeScience(NIFTS)

NatbnalResearchlnstituteofAgHcu托uralEnginee㎡ng(NRIAE)

●

●

●

●

■

●

●

・NationallnstituteofSeliculturalandEntomologicalScience

■

●

●

●

●

－

NationallnstituteofAnimalHealth(NIAH)

NationalFoodResearchlnstitute

JaDanlntemationalResearchCenterforAgriculturalSciences

(JIRCAS)
ForestrvandForestProductsResearchlnstitut6(FFPRI)

NationalCenterforSeedsandSeedlings(NCSS)　

Ministryoflnt6rna60nalTradeandlndustry
・鯵:RetumtoClassiWoationTable

AgencvoflndustnalScienceandTechnologv(AIST)Tsukuba

ResearchAdministrationOf6ce(TRAO)
AgencvoflndustHalScienceandTechnobwNationallnstitutefor

AdvancedlnterdisciplinarvResearch(NAIR)
.

AgencvoflndustrialScienceandTechnologvNationalResearch.

LaboratorvofMetrobgv(NRLM)
AgencvoflndustrialScienceandTechrlologvMechanical

●

●

●

●
.

EngineeringLaboratorv(MEL).
.AgencvoflndustrialScienceandTechnologyNationallnstituteof

●

●

●

■

MaterialsandChemicalResearch(NIMC)

AgencvoflndustrialScienceandTechnolowNationalInstituteof

.

.

.

.

BioscienceandHuman-Technologv(NIBH).
AgencvoflndustHalScienceandTechnologvGeolo垣calSurvevof
.

.

a

a

.

Japan(GSJ)

AgencvoflndustlialScienceandT8chnolo宮vElectrotechnical

Laboratorv(ETL)

AgencvofIndustパalScienceandTechn◎logvNa廿onallnstitutefor

ResourcesandEnvironment(NIRE)
MinistryofTransport'鶴.ReturntoClassificationTable

.JapanMeteorologicalAgencv(JMA)Mθteorolodca臼nstruments●

Center(MIC)

・JapanMeteorologicalAgencvMeteorologicalResearchlnstitute

●

廻

JapanMeteorologicalAgencvAerologicalObservatorv

MinistryofConstruction'織 ・ReturntoClassi右cationTable

TsukubaAcademicCitvGovemmentBuildingsMana反ement●
Center'

・GeographicalSurvevlnstitut8(GSI)

・PublicWorksResearchlnstitute(PWRI)

・BuildingResearchlnstitute(BR1)

MinistryofForeignAffairs嬢 ・ReturntoClass市cationTable.
・JapanlntemationalCooperationAgenCvTsukubalntemational

Centre(TBIC)
PublicCorporations・ 偽.RetumtoClassi6cationTable. 7
・JapanlntemationalScienceandTechnobgvExcha故eCenter

(JISTEC)
・FoundationforAdvancementoflntema60nalScience(FAIS)

・JapanAssocia60nfortheAdvancementof・ResearchCooperation .
(JAREC) .

・TsukubaExpo'85MemorialFoundation『

・TsukubaUrbanTransportationCenter(TUTC)'

●TsukubaCu}turalFoundation
.

http://binran.t-press.cojp/a|12.html
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ListofRlnstitutes

・JapanAutomobileResearchlnstitute(JARI)

・NipponAgncu忙uralResearchhstitute

・SocietvforTechno-innova60nofAgHculturθ,Forestrvand

Fisheries(STAFF)

.TsukubaBuildingT8stLaboratorv(TBTL),CenterforBe廿er .
LMng(CBL)
lncorporatedEducationallnstitution

繊RetumtoClass市oationTable

・TokvoKaseigakuinTsukubaWomen'sUniversitv

Privatelnstitutes徽 ・RetumtoClassificationTable

AOKICorpora匂onTechnicalResearch|nstitute
.

BanvuPharmaceuticalCo..Ltd..TsukubaResearchlnstitute
.

CollaborationwithMerckResearchLaboratories .

CHODAIRESEARCHINSTITUTE

Daice!Chemica川ndustriesLtd.TsukubaResearchCenter

Daikinlndustries.Ltd.MECLaboratorv

EisaiTsukubaResearchLaboratohes

HamamatsuPhotonicsK.K.TsukubaResearchLaboratorv

HazamaTechnicalResearchlnstitute

HitachiChemicalCo..Ltd.,TsukubaResearchLaboratorv .

HodogavaChemicalCo.,Ltd.,TsukubaResearchLaboratorv .

HOSOKAWAMlCRONCORPORATlON,TsukubaTechnica1

DeveloPmentCent6r

JapanPulp&PaperResearchlnstitute,lnc.

KowaResearchlnstitute,KowaCompanv.Ltd.

TECHNICALRESEARCH&DEVELOPMENTINSTITUTE,KUMAGAl

GUMICO」.LTD.

KvowaHakkoKogvoCo..Ltd.TsukubaResearchLaboratolies

L'OREALTsukubaCenter

TsukubaLiaisonO桁ce(TLO).MitsubishiElectHcCorp.

MitsubishiGasChemicalCompanv,lnc.(MGC).CorDorate

ResearchLaboratorv

CentralResearchlnstituteforFeedandLivestock.ThgNational

F6derationofAghcu忙uralCoopera6veAssociaUons(ZEN-NOH)

NECTsukubaR6searchLaboratoHes'

NipponMeatPackers,lnc.(NMP)ResearchandDevebDment

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

■

●

●

●

●

●

●

Cgnter、

・MpponSheetGlassCo ..Ltd.(NSG)TechnicalResearch

●

●

●

■

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

.

LaboratorvTsukubaResearchCenter

NipponShokubaiCo.,Ltd.TsukubaResearchLaboratorv

NTTAccessNetworkSvstemsLaboratories
.

NittocConstructionCo.,Ltd.Tsukubalnstitute.

TechnicalResearchhstitute,OkumuraCorporation

OmronTsukubaR&DLaboratorv

SANYOEbctHcCo..Ltd..R&DHθadquarters、TsukubaResearch

Center
.

ShimadzuCorporation,TsukubaTechnologvCenter.

SumitomoChemicalCompanvLimited.TsukubaResearch

Laboratorv

TakedaChemicallndustHes.LTD.PhamaceuticalDiscovew

ResearchDivision

TexaslnstrumentsTsukubaResearch&DevelopmentCenterLtd.

(TlTRDC)
TechnicalResearchlnstitute,TodaCorpora60n

TokinCorporation,OpticalDevic8BusinessPromo60nDivision .

TOKUYAMACORPORATIONTsukubaResearchLaboratoHes/

BasicResearchCenter
TovolnkMFG.Co.,LTD.TsukubaResearchLaboratoHes(TRL)

TsukubaCenterlnc.(TCI)

TsukubaResearchConsortium(TRC)
.

UenoFineChemicalslndustry,Ltd.Research&Dgvelopment

Laboratorv.FoodDivision

YamanouchiPhamaceuticalCo..Ltd.TsukubaResearchC8nter
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TsukubaTechnologicalResearchCo.,Ltd.

Foranyinquiryregardingthishomepag6,pleasecontatto:

TheTsukubaPressCo.Ltd.

Tel:+81-298-52・-6531

Fax=+81-298-52-4522

E-mai1:info@t-ress.co.'
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